
2050年 ネットゼロに向けたロードマップ
バリューチェーン全体で循環型ビジネスモデルへ転換し、ネットゼロへ

（基準年）

排出量の多いカテゴリでの削減を優先
　  2030年までに事業所での使用電力を100%再生可能エネルギーに切り替え
　  2030年までに1次生産委託先工場でのエネルギー使用量を50%削減
　  2030年までに1次生産委託先工場での使用電力を85%再生可能エネルギーに切り替え
　  2030年までにシューズおよびウエアのポリエステル材を100%再生ポリエステル材に切り替え
　  製品や材料を再利用またはリサイクルするための回収プログラムを3地域で実施

削減目標達成に向けたアクション　
2030

2015

ネットゼロに向けたアクション
2050

製品カーボンフットプリント表示の拡大、低排出製品の開発など、脱炭素化に向けたイノベーション
気温が上昇しても対応できる製品の拡大、自然災害リスクが高い地域にある生産委託先工場を認識した
ソーシング戦略など、気温上昇への対応
財務影響の特定や必要な投資計画の策定

すべてのカテゴリで削減施策を実施し、ネットゼロへ
● 製造工程での再生可能エネルギー100%へ
● バイオ燃料・電気自動車などを使用した輸送
● 回収・リサイクルのさらなる拡大

などを通じて約90%削減、残り約10%の残余排出量は
除去系クレジットの活用などにより中和化
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Total （Scope 1, 2, 3）  861,133 t CO2e

Net-zero

アシックス　

2030年
削減目標 63%削減 （2015年比）




